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論 文 内 容 の 要 旨 







〔 方法 〕 
 ６週齢 ICR マウスに対し、ヒト BTC（hBTC）発現アデノウイルス（コントロール：βガラクトシダーゼ発現アデ
ノウイルス）を逆行性に総胆管より注入、経時的に膵組織を摘出し各種免疫染色および形態計測を行った。また、ア
ロキサン部分灌流により糖尿病マウスを作成後に同法にて BTC 発現アデノウイルス注入後 IPGTT を実施、再生能や
耐糖能の変化を検討した。 
〔 成績 〕 




コントロール群に比し有意に増加していた。また、導管細胞、既存β細胞の BrdU labeling index の有意な増加を認
め、hBTC による増殖促進効果が認められた。さらに、注入後 8 週におけるβ cell mass は、実験群で有意に増加し
た。Alloxan 膵部分灌流糖尿病モデルに対する投与 12 週後の IPGTT においては、糖負荷後血糖値は BTC 発現アデ
ノウイルス投与群で低い傾向を示し、糖負荷 120 分後の血糖値は有意に低値であった。またその際の血中インスリン
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濃度は、有意差はないものの増加傾向を示した。 
〔 総括 〕 
 膵導管細胞に過剰発現させた hBTC は、成体膵導管細胞に対しβ細胞分化誘導作用を示すとともに既存β細胞の増
殖能を活性化し、β cell mass を有意に増加させ、糖尿病マウスの耐糖能を改善させた。 







化誘導作用を示すとともに既存β細胞の増殖能を活性化し、β cell mass を有意に増加させ、糖尿病マウスの耐糖能
を改善させた。学位に値するものと認める。 
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